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#
十

八

餘C
I

三
：二
九)

：：

_

錄
生
産
的
及
ぴ
不
生
產
的
な
る
語
に
就
\

\

:

.

'
し

：

第
九
鱗
一
四
外



笫

十

八

铪(

一
i

§

雜

錄
坐
逢
的
及
び
不
生
：康
的
な
石
語
に
就
’て

 

第

九

號
一
五
0

あ
る
。(

A
d
a
m

 s
m
i
p
W
e
a
l
t
h

 

of 

Nations, 

edited 

by E, 

c
a
r
l

 
vol. 

J, p. 

2

マ314.
)

去
れ
ば
之
に
關 

し
て
パ
ッ
ク
ン
氏
は
次
の
如
く
斷
言
し
た
の
で
あ
る

>

日

く

:'
:

;

:入

：

'
「

愤
格
、
分
配
>
及
び
資
本
を
論
述
せ
る
罾
に
、
第 
一一_
 

に
生
產
的
の
學
說
を
挾
み
た
る
順
序
を
觀
れ
：ば
'
此
の 

學

說

は

斯

學

の

他

の

諸

，學

說

r
り
も
遲
れ
で
、
：ヌ
i
ス 

の
念
頭
に
浮
び
來
れ
る
事
實
を
知
る
の
で
あ
る
。
_

ち 

若
し
'ス
.ミ
ス
が
他
の
諸
學
說

*

提
唱
せ
.

ざ
る
以
前
に

生 

產
的
勞
働
の
重
耍
な
る
次
绝
を
知
つ
れ
ど
す
れ
ば
、

ス 

ミ
ス
a
決
し
て
價
格
、
：分
配
、
及
び
資
本
が
生
產
的
勞 

働
に
依
存
す
る
も
の
に
非
ず
^
は

云

な

か

つ

.た
當
で 

あ
る
0
然

る

に

ス

ミ

ス

は

、

第

二

編

®:
ニ

章

に

迄

說

き
 

及
ベ
る
際
に.「

|
.物
を
も
生
產
せ
ざ
る
.怠
惰
者
^
憐
て 

消
®
せ
ら
る
可
&
財」

e
、「

利
_
を
得
て
典
の
消
費
の
;: 

.偕
値
を
®
生
す
る
勸
勉
#

の
附
加
的
Ai
數
を
維
持
雇
傭 

す
可
き
.原
料
、
道
具
、
瓦
び
生
活
資
料
の
，元
本」

皮
を

對

峙

さ

せ

た

の

で

あ

る

。
若

し

其

の

際

に

.ス
ミ
ス
が 

よ
り
滴

切

な

る

語

を

持

合

せ

た
S

す
れ
ば
、
恐
ら
く 

怠

惰

者

(idle 

p
e
o
p
l
e
)

及

び

勸

勉

者

c.n
d
u
s
s
o
u
s

 

p
e
o
p
l
e
)

な
る
語

を

用

a
な
か
つ
た
で

あ
ら
ぅ
。
茲
に 

|:ぐ

於
て
：か
生
產
的
勞
働
な
る
語
は

.

右
の
章
句
の
執
筆
せ 

ら
れ
し
以
後
に
ス
ミ
ス
の
語
檠
に
加
へ
ら
れ
た
る
も 

の
マ
し
斷
せ
ざ
る
を
得
な
い」

ご
、(

S
i
m
o
n

 

N
.
I
p
a
t
t
s
,

 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

 

o
f

 E
n
j
l
f
s
h

 

T
h
o
u
g
h
t
,

 

I
svo
ン
でp, 

2
3
9
-

 

4
0

)

依
て

以
：卜
暫

ら
く
之
に
關

す
.る
パ
ジ
タ
ン

氏
の
所

I
.

說

を
聞
か
ラ
。
因
に
怠
«

^
及
び
勸
勉
潑
な
る
語
は
、

ス
ミ

ス
0

:

「

グ
ラ
ス
；ブ
^

中

に

も

同

じ

く
用
ひ

ら
れ

て

居
る
。(Lectures 

of 

A
c
i
a
m

 
Smith, 

edited 

b
v

 

E. 

Cannan/ 

100
9
6
, 

p, 

2
1。

ン
扨
て
ス
ミ
ス
ぺ
の
思
想
に
於
げ
る
此
の
變
化
を
會
得
す 

.る
た
め
に
は
、
吾
々
は
何
よ
b

も
彼
自
身
の
發
展
を
轉 

ね
.̂
け
'れ
ば
な
ら
ぬ
。
他
0
英
阈
偷
理
學
者
汔
同
じ
く

ヌ

ミ

ス
も
、
亦
マ
.ン
デ
グ
キ
ル
の
諸
.著
の
影
響
¥
受
け 

:'
-
.た
る
も
:0
:化
し
て
、
現
に
彼
の
_
翁
筆
記
第
ニ
部
第
ー
一 

:

章

第

士1

節
は
、「

如
何
な
る
浪
資
と
雖
も
其
の
國
內
U 

於
て
な
さ>0

、

限

9
有
害
な
る
も
の
に
非
ず」

ど
の
俗 

說
の
反
駁
に
充
當
3
れ
て
，居
る
程
で
あ
る
。(Lectures, 

pp. 

2
0
7
-1

C

抑
も
マ
ン
デ
グ
ヰ
：ル
の
蜜
蜂
物
語 

(Ma'ndeviue,_ Fable 

o
f 

B
e
e
s
)」

，の

.|
3
定
せ
る
所
次
、
•'
; 

即

;?
>(

；ィ)

消
.费
は
產
業
の
原
因
に
し
て
、
又(

口)

奢
侈 

ビ

不
薺
ビ
は
消
費
を
刺
戟
す
る
に
欠
ぐ
MI
ら
ざ
：る
も
の
：
 

f

 W

の
1 
一I事
で
あ
る
o
而
も
此
の
說
は
、
か
の
サ
! 

« 

ジ

ぼ

ム

ス

。
ス
ユ
チ
ア
ー
ト
の

「

經

濟

舉

原

理

」
」

中

に

遙 

か

^
朽
妙
な
る
形
式
に
於
て
■次
の

如
ぐ
復
活
さ
れ
て
® 

る
，
日
く
：
'
: 

.

.

.

「

奢
侈
は
好
意
あ
る
眼
を
以
て
見
ら
れ
、
而
し
て
除
剩
.
 

物
の
增
加
は
皆
人
口
增
加
の
m

手
段
S

へ
ら
る
、
な 

b
j
.
v
j
o
v
s
i
r

 

J
a
m
e
s

 

Steuart, 

p
r
i
n
c
u
e
s

 

o
f

 

Poiitical 

E
c
o
n
o
m
y
'

 

1
7
6
7
'

 B
o
o
k

 T
v

 c
h

 -P. 

X
V
.
)

從
て
：ス
ナ
ユ

.

策
十
八
#

ァ
ー
ト
を
以
て
觀
れ
ば
、
動
勉
故
供
驗
者
ビ
衮
侈
的
消 

費
？

は
-

云
は)

同
一
家
庭
に
於
て
同
一
の
父
に
^
 

督
せ
ら
る
、
兒
童
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
而
も
ス
チ
ユ
ア 

ハ
!

ト
の
證
明
方
法
は
極
め
七
巧
妙
で
'あ
る
。
即
ち
彼
は 

一
：«
會
を(

ィ)

動
勉
的
供
給
者
及
び
.

(

，{
1

)

奢
侈
的
消
費
者 

にf

芬
し
て
ノ
相
互
に
俄
存
す
る
も
の
だ
し
た
の
で
も 

る
。
何
ヒ
な
れ
ば
一
方
が
貯
ベ
る
.た
め
に
は
他
方
か
1
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
：。
'斯
く
し
て
兩§

2

破 

|

に
適
赏
の
牟
衡
を
保
た
し
め
;#
る
や
否
や
は
，
實
に
.國 

家
の
消
長
に
關
係
す
る
所
が
多
大
で
あ
ろ
マ」

し
た
，
听 

::

名
生
產
消
费
书
衡
の
M
想
は
明
か
に
外
_

«
场
平
«
の
リ 

'

^
想
ょ
り
胚
胎
し
た
の
で
あ
る
。

.

.
ス
i

ス
は
、
如
上
の
ス
チ
ユ
ア
ー
ト
の
®
論
に
對
し 

て
は
勿
論
隨
所
に
是
認
せ
る
も
の
に
し
て
、
唯
だ
其
の 

場
合
に
ス
ミ
ス
が
明
か
に
ス
チ
ユ

ア

ー

ト

ど
指
摘
し
な 

か
つ
た
ま
で
の
こ
ど
で
あ
る
。
是
れ
を
以
て
ス
ミ
ス
は 

，
其

の

生

產

的

勞

働
0 .
章
を
執
筆
せ
る
際
に
は
彼
の
胸
中

-笫

九

號

一

五1
(

ニ 

s

n 

V
,

い
雜
:-:

、錄

生
產
的
及
び
不
生
產
费
る
語
“
就
亡



第

十

八

怨

(

一
H
三 
一a

雜

.錄

生
産
的
.及

ぴ

不

虫

產

的

な

る

語
|-
就
て

笫
九
號

五

.

.i:

.ス
チ
.....

ユ
ア
.
1ト
を
1W
け
る
も
の
T*
あ
.る
.ビ
r
i"
.る 

が
出
來
る
。
f

、
ス
：チ
.ユ
ァ
ー
.ド
；の
如
く
明
確
に
此
の 

::

問
題
を
収
扱
へ
る
も
の
は
從
來T

人
も
な
か
つ
た
し
、 

又
；彼
の
如
く
考
傲
せ
.
る

.
，も
の
も
な
い
か
ら
て
あ
る
。：
加 

之
ス
ミ
ス
は
、

ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
を
硏
究
し
て
彼
の
见
想 

，及
び
術
語
の
影
響
を
，受
；け
た
を
云
ふ
內
的
證
據
が
あ 

る
。.
例
べ
ば
ス
チ
ュ
ァ
！
ト
0
好
ん
で
用
ひ
た
る「

勞
働 

.ど
需
要
^
の
平
衡」

(balance 

of w
o
r
k

 and 
d
e
m
a
n
d

 ) 

な
る
文
句
は
、
ス
ミ
ス
の
手
に
依
t
;「

生
產
物
ご
消
費
：
 

«-
の
！

4

■衡 

J

(

cr
a

§
。
。

of produce and comsu'tnDtion) 

な
る
文
句
に
改
め
ら
れ
て
居
る
.の
i
其
の|

例
で
あ 

る
0(wealth 

of Nations, 

edited 

b
y
o
a
n
n
a
n
'

 vol. 

I，
p. 

.
4
6
0
其
の
他
ス
チ
k
T

丨
ト
が
生
產
物
ど
消
費 

ど
の
均
等
な
る
國
を
繁
榮
國̂

斷
せ
る：

に
對
し
て
、

ス

得w

な
6
、
又
節
約
せ
ら
れ
た
る
數
最
は
資
本

.̂な
る 

の
で
あ
る
。
此
の
新
ら
し
き
#
照
'が
、
生
產
的
勞
働
に 

關
す
る

論
議
の
中
心yj

な
つ
た
の
で
あ
る
。

: 

要
之
ス
ミ
ス
の
念
頭
に
在
$
し
學
者
は
、
か
の
'フ
扑
0 

ォ
タ
ラ
' ッ
ト
の
如
く
一 

の
餘
剩
を
も
創
造
せ
ざ
る
も
の 

に
對
し
て
生
產
的
な
る
名
稱
を
拒
否
す
る
人
々
に
は
非 

中
し
て
，
寧
ろ
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
如
く
產
業
及
び
消
費 

を
以
て
繁
榮
の
源
泉V」

な
す
人
々
で
あ
っ
た
の
で
あ 

る
o
之
を
正
し
く
云
.ふ
な
ら
ば
/
.
ス
ミ
ス
は
ス
チ
ユ
ア 

1
ト
を
フ
冲
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
の
中
間
の
位
置
を
占
め
た
の
.：
 

で
あ
る
、
即
ち
ス
チ」

ア
ー
ト
に
取
て
は
總
て
の
勞
働 

が
等
し
ぐ
生
產
的
で
あ
ら
？
又
フ
冲
ジ
ォ
ク
ラ
ッ
ト
に 

取
て
は
農
業
の
み
が
生
產
的
で
あ
っ
た
。
然
る
に
ス
ミ 

ス
は
、
㈣

の
如
く
人
M
ft
の
諸
原
理(

p
ra-
c

f 

s 

of

ミ
ス
が
沿
费
以
上
に
生
產
物
の
存
在
す
る
國
の
み
を
富
：

h
u
m
a
n

 

n
a
t
u
r
e
)

中
^
興
の
囘
答
を
求
め
て
、
之
を
節

阈
$
主
脹
せ
る
が
如
き
も
、|
亦
雨
老
間
に
於
け
る
類
句
:
約
の
本
能(instinct 

t
o 

save) 

•に
歸
し
た
の
で
め
る
。

^

 

J

b

i

/
 

て
^

^

-

^

-消
^

^

せ
/

,

.

^

^

i

 

.
$
£

 

る

數

量

は

所

(
F

^
l

t
t

e
r

J
,

 

n
>

e
v

<2
I

o
p

m
e

&
t

,

 

p
p

,

 

A
.

:'
,、

ス

の
與
へ
た
る
生
齑
的
及
び
不
生
產
的
の
定
義
は
如
何
。

從
て
一
國
資
本
の
增
減
は
生
產
.的
勞
働
者
尤
不
生
產
的_

'
;
:
.
:
十|

ハ

：
':■!

:

'

■

:

:

:

_

勞
働
者
€

の
比
例
を
動
か
し
、
從
て
國
富
の
增
減
を
決

ス
ミ
ス
一
の
生
産
的
勞
働
ぞ
不
生
產
的
勞
働
？
に

關

し

す

可

さ

の

理

な

り

。，：而
し
て
，資
本
は
吝
嗇
又
は
節
約
に
:.
; 

て
は
、
：宰
ひ
に
昨
年
七
月
の
本
誌「

ァ
ダ
ム
a
ス
/ミ

ラ

；依
て
蓄
積
せ
ら
れ
、
，浪

費

に

依

て

減

少

す

故

>.
|
:
若
し 

誕11,

西
年
紀
念
號
中
に
小
泉
*
向
井
雨
敎
授
の
解
說
ぁ一

或
人
々
の
浪
费
が
別
の
人
々
の
節
約
に
依
て
慣
は
る
>
, 

.る
が
故
に
、
私
は
之
に
软
セ
生
產
的
及
び
木
生
產
的
に
こ

V

な
く
ん
ば
、
浪
费
者
各
人
の
行
爲
は
勸
勉
な
る
者 

關
す
る
ス
：ミ
ス
の
觅
解
を
節
稱
2
紹
介
す
る
。
：

V

.

の
麵
_
を
以
て
懶
若
を
狻
ふ
こ
と
に
*
て
、
@
に
興
人 

:「

生
：齑
的
勞
働
ど
木
生
產
的
勞
働
見
は
何
に
由
て
之
一
自
身
を
乞
食
た
ら
し
む
る
の
み
な
ら
す
、
又
其
國
を
贫 

を

分

つ

，
，べ

き

か

C

ス
ミ

：ス
.の
.例
示
す
る
所
に
依
れ
ば
、

I
「

困
な
ら
し
む
ど

。

又
日

く

國
富
の
何
を
以
て
成
る
や
を 

.

.製
造
丁
：業
に
從
_
す
る
勞
働
者
の
勞
働
は
生
產
的
^
し

|
問
は
ず
、
各
浪
費
者
は
公
共
の
敵
に
し
て
:'
*
各
節
約
者 

て
、
婢
僕
の
勞
働
は
不
生
產
的
な
ら
。

ス
ミ
ス
は
區
別
.
一
ば
公
共
の
恩
人
た
る
も
の
、
如
し
€
。
斯
の
如
く
生
產 

.の
標
*
を
勞
働
：が
勞
働
の
加
べ
ら
れ
れ
る
客
體
の
：價

値

.I「

的
勞
働
は
資
本
に
依
て
支
へ
ら
る
、
も
の
な
り
^
雖
も 

を
^
し
、
勞
ft
の

結

果

が

，興

體

商

品

>?
:
し
1'
殘
る
か
’：(

•一.

定
額
の
資
本
が
動
炉
す
S

.<
:
ろ
の
勞
働
量
は
そ
の
&
 

或
は
勞
働
が
何
物
の
惯
値B

も
加
ふ
る
：

V
,

乙
ろ
な
く
し
下
せ
ら
る
、
產
業
の
秫
類
に
由
り
て
一
な
ら
ず
。
ス
ミ 

て
、

勸
勞
が
其
給
付
の
瞵
間
.に
消
滅
ず
.る
.か
に
求
め
た
ス
は
農
業
鑛
山
業
漁
業
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
は
最 

.
h
y
.
o 
:
而
し
て
此
生
淹
的
勞
働
蜜
は

資
本
に
依
て
支
へ
ら
-

も
多
量
の
勞
働
を
動
か
し
、

從
て
又
最
も
多
額
の 

れ
、
不
生
產
的
勞
働
者
は

必
ず
所
得
に
依
て
：支
へ
ら
る
o

を
產
出
し
、(

ニ>
H

業(

三)

運
輸
業(

四〕

分

配(

4
賣

婼
十
八
卷(

一

三
三
£*)

:
雜
:
錄
生
産
的
及
ぴ
不
生
産
的
な
る
語
|:
就
て 

第

九

號

l

i



叶
パ
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雜

九
號
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四

S
業)
«
次
之
に
次
ぐ
も
0
>§
:
な
せ
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^
^々
。

t
平
ゎ
b

こ
^& 

ノ
 

:
0 

r
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;

 _

_

_

_

_

_

___

 

:

.

n

'

.

:

 

:

:25」

ノ
 

(

本
I
 

A評
す
る
i

&
し
て
明
白
に
此
の
間
題
に
答

'

へ
て

ゐ

L
f 

•
 

k 

k 

« 

I
.

:
第
十
七
卷
第
七
號
所
就
小
礙
敎
授
論
文「

ァ
ダ
ム
»
ス
ミ 

ス
0
理
論
經
濟
學
槪
論」

.

.
1
:
~*
五
0
乃
至」

I

七
頁)

：一
 

;
則
ち
ス
ミ
ス
の
考

ふ
る
所
に
侬
れ
ば
，
人
が
手
化
觸 

れ
#

べ

气

又
寶
却
し
#
る
具
體
的
財
を
其
の
勞
働
の 

對
象W

し
て
取
扱
へ
る
揚
合
に
«

.ヽ
其
の
勞
働
は
生
產 

脚
勢
働
で
あ
る
。
之
に
反
：t
て
僕
婢
^
敎
師
ャ
宫
庚
等
：
 

の
如

く

、.:
:
斯

る

資

却

し

得

可

き

具
體
的
財
を
對
象
^

せ 

ざ
る
勞
儆
は
、
之
を
不
生
厳
的
で
あ
る
^
な
す
の
で
あ 

る
。
此
の
故
に
ス
ミ
ス
は
、
農
業

>
土

業

、
.商

業

を

ば 

生

產

的

勞

働S
し
、
具

體

的

財

を對
象
ど
せ
ざ
る
僕
岸
、
 

軍

人

"
宫a!
:
等

の

勞

働̂
不

生

產

的

努

働
ど
し
/2
の
で 

■あ

る

;0
'
, 

.

.

.

.

.然
ら
ば
何
故
に
ス
ミ
ス
は
、
所

謂

<

3

i

G
 

C
o
m
m
o
d
i
t
y

を
對
象
？
す
る
も
の
を
生
產
的
ビ
し
、
然 

ら
？
る〗

も
の
を
不
生
產
的
で
し
た
の
で
あ
る
か
。
彼

.1 

,國
富
^
淨
四
«
第
九
章
^

フ
，
？

シ

ォ

ク

ラ

ッ

ト

の

學

-&
を

る
;0
即
ち
彼
の
日
く
-「

余
が
第
ニ
編
第
三
章
に
於
て
1 

ぃ

E

製
造
業
湛
及
び

商

人

を
生
產
的
勞
働
者
e
な
せ
る 

は

彼

等

の

勞

働

が

具

體

的

貨

物q

中
に
闽
著
® 

化
せ
ら
れ
、
從
て
其
の
財
貨％

彼
等
の
賃
銀
及
び
生
活 

•
維
持
の
價
値
を
代
表
す
る
に
到
る
か
ら
で
あ
る 

(
w
e
a
l
t
h

 

o
f

m
i

t
e

d

 

b
y

 

C
a
i
n
,

 

v
o
l
.
n

p
'

3

)

旣
に
勞
働
賃
銀
及
び
勞
働
者
の
生
活
維
持
の 

«
c

が
具
體
的
財
貨
の
中
.に
it
著
固
定
し
、
是
、
％
前 

:者
の
«
値
を
包
括
代
表
す
る
以
土
：は
、
其
の
財
貨
の
贤 

)

値
が
其
の
勞
働
を
那
へ
ら
れ
ざ
る
以
前
k
比
し
て
增S

 

す
る
®
は
當
然
で
あ
る
。
此
の
故
に
生
產
的
勞
働
5
 

勞
働
を
加
ふ
る
財
貨
の
®
値
を
增
加
す
る
效
朵
を

有
す 

る
勞
働
で
あ
る
墓
ふ
こ
ど
が
出
來
る
譯
て
t
o 

(
B
o
o
k

 

H
.

 

c
h
.

日
.vol. 
 ̂

V 

3
1
5

然
る
に
僕
婢
を
維
持
し
使
用
せ
る
資
財
は

、

彼

等

の
 

勞

傢

に

侬

-1
:
其
の
存
在
を
繼
續
す
る
_
も

の

で

は

な

，
.
、
.
。
；

彼
等
の
仕
斟
は
動
務
で
’あ
る
。
此
の
動
務
な
る
も
の
は 

通
常
興
の
仕
^
を

な

す
_
fa
に
消
滅
し
て
し
ま
ぅ
も
の 

に
し
て
、
從
て
又
其
の
勞
働
は
何
等
具
體
的
貨
物
に
固 

著
し
な
い
。
故
に
其
の
勞
働
者
の
賃
«;
及
び
生
活
維
持 

の
债
値
は
、
之
に
代
る
可
き
何
物
を
も
有
せ
ざ
る
が
故A

 

に
> 
勞
働
を
典
に
其
の
儘
失
は
る
、
に
到
る
も
の
で
あ
 

•̂
o
Q
o
o?r
*Jv., 

C
h
.
I
X

 
こ V

O
L

 

II，
P
'
173) 

一

.饼
し
^
、'、
ス
.は
、
不
生
.產
的
勞
#
は
.全
然
何
，物

を

もi 

造
ら
^
い
S
考
へ
た
S
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
.其
の
證 

摅
ビ
し
て
キ
ャ
ナ
ン
氏
は
次
の
如
&
點
を
指
摘
し
て
居
一 

る
.o
:
 

Iス：

/、、
ス

は「

最
も
高
貴
な
.る
又
最
も
有
用
な
る
不

：

| 

:

生
產
的
勞
働
ど
雖
も
、
將
冻
之
ど
向
ー
分
^

の
勸
務
ビI 

代
へ
得
可
き
物
件
を
T

i
生
產
す
る
も
の
に
非
す

」

、

又
：i
:
て
の
不
生
產
，的
勞
働
考
の
仕
事
は
典
の
生
*
の 

瞬
間
に
消
失
す」

ど
去
つ
て
居
な
。旣
に「

ス
ミ
ス
が「

俳 

優
の
臺
_
、
辯
論
家
の
演
說
>
へ
又
は
音
樂
家
の
.音
調
の
::
:
 

a
て
是
等
の
者
.の
仕
#
は
其
の
生
產
の

#
間
に

;

「

第
十
八
卷(

r
H三
五)

0

:;
■
■
錄
:
ff
c
烤
的
及
び
不

消
滅
す
し(

B
o
o
k 

I
r

ell. 

Ill, 

vol. 
I
,

で
.3

M
4
-> 

€ 
云 

,
ふ
以
上
は
、
明
か
に
ス
ミ
ス
は
、
俳

優
、
辯
^
^
、
音 

，
樂
家
が
少
な
く
^

も
臺
詞
，
演
說
、

音
調
を
生
產
す
る 

(
p
r
o
d
u
c
e
)

こ

'?」

を
否
認
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
否
彼 

.は
、
::是
等
の
も
の
を
生
產
す
る
勞
働
は
一
定
の
價
値
を 

、
有

す

る

I 

V
J:T
ら

認

，め

て

居

る
°(

同

上)

而
し
て
一
定 

の
勞
働
が
價
値
を
有
す
る
は
、
::
!
典
の
勞
働
の
生
產
す
る
，
 

物
件
に
一
基
因
す
る
事
®

を
、
.ス
ミ
.ス

ー

は

恐

ら
.く
否
！I

し 

'得
な
い
か
ら
，
若
し
押
し
て
問
ふ
れ
な
ら
ば
彼
は
微
ら 

:

く
又
臺
詞
"

演
說
及
び
音
調
が
價
値
を
有
す
る
乙
ど
を
；
 

も
是|

|

し
た
で
あ
ら
ぅ
ど
。(

o
a
n
g
n
. 

T
h
e
o
r
i
e
s

 

o
f

 

P
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

a
n
d

 

Distribution/ 

3
r
d

 

ecHtion, 

p
p
v

| 

2 j 
丨

W
2 ン

斯
.

る
が
故
に

r

の
勞
働
が
生
產
的
な
り
や
"
將
又
不 

:

生
產
的
な
b

や
の
標
準
は
、

i

の
勞
働
が
或
る
物
件
を 

造
り
出
す
や
否
や
に
も
非
免
、
又
其
物
が
價
値
を
有
す 

る
や
否
や
に
も
非
す
し
て
、
實
は
キ
ャ
ナ
ン
氏
が
指
摘

生
埯
的
な
る
铒
に
就
て 

笛

九

號

1
艽
豇
；



2

一
 11

三
六
ド
：
：雜

錄

生
逢
盼
及
び
不
生
產
盼
な
各
語
に
藤
て 

嵌
九
派
. 

ー
5 -
斤

.

、'

生
產
ず
る
物
に
永
績
性
あ
り
や
否
金
物
は
遙
か
に
萄
菊
酒
に
勝
6 
0
而
し
て
葡
萄
货
は
僕

:

f
八
怨 

し
居
る
が
如
ノ

■.や
の
5
£題
.で
.あ
る
一
.應
は
考
，，ベ
.ら
れ
る
の
.で
あ
.る
。
 

0

ち
氷
績
性
あ
_
る
具
膽
的
财
貨
な
る
場
合
に

は

、:'
賃
鉱 

及
び
.生
活
維
持
の
惯
做
は
.削
物
の
中
に
固
著
體
化
せ
ら 

れ
.て
保
存
せ
ら
る
、
げ
れ
，

V
も

，

具

體

的

貨

物

に

：非

ざ 

る

場

合

に

は

ヽ

生

產

せ

，共

に

消

滅

し

て

'.
'
!
;
國

の

資

本

財 

を
形
成
じ
な
い
ビ
沄
ふ
の
で
办
る
。
,:
;

乍
併
ス
ミ
ス
は
、
キ
ャ
ナ
シ
氏
が
彼
の
考
ベ
ミ
し
て 

指
摘
せ
る
永
續
性
其
物
に
闪
は
れ
て
は
居
な
い
の
で
あ
. 

る

。

換
言
す
れ
ば
永
緻
性
0
あ
る
も
の
程
富
で
あ
る
ビ 

は
#

へ
な
が
つ
た
の
で
あ
る
。
否
彼
は
金
銀
が
永
續
的 

财
貨
な
る
故
に
、
之
を
#
續
す
れ
ば
無
限
の
富
を
得
：る 

ド>

考
へ
た
る
マ
ー
ヵ
ン
チ
ソ

ス
ト
の
思
想
を
明
か
に
批 

雛

し

て

居

る

。

即
ち
ス
バ
、
、
、
ス
：

.日
ぐ
'「

吾
人
^
英
國
の
金
：
 

物
ど
:«
_
の
菊
萄
酒
ど
の
交
換
を
主
ど
す
る
貿
易
を
不
. 

科
益
な
，

O

 

ビ
は
al
t
せ
^

J
:

ど
。,(Bk. 

IV., 

chrl.,
,

.
.
.
p
p
.

 

.

4
0讲-

4
0
0))

勿

論

ゑ
®

性

の
®

よ

'ケ

觀

れ

ば

婢
の
勸
務
ょ
り
も
永
續
性
を
有
し
て
居
る
。
此
の
事
實 

ょ
り
し
て
永
續
す
る
や
否
や
は
、
畢
竟
此
較
的
の
も
の 

.
で
あ
る
。
故

に

永

續

は 

> 
ス
ミ
ス
の
議
論
に
於
け
る 

ノ
絕
對
的
標
準
で
は
な
い
。
然
ら
ば

ス
ミ
ス
の
生
產
的
勞 

働
の
標
準
は
"
依
然
ご
し
て
其
の
對
象
が
具
體
的
財
貨 

な
ら
や
否
や
に
存
す
る
も
の
に
し
て
、
之
を
具
體
的
財 

貨
に
限
定
す
る
の
は
、：：具
體
的
財
貨
は
_
間
以
上
に
其 

の
存
在
を
繼
續
す
る
か
ら
で
あ
る
,°
此
の
場
合
に
« 0
,
 

に
消
滅
す
る
や
、

I

秒
後
に
消
滅
す
る
や
"
.將

乂
一
 

分
 

後1

0#
間
後
に
消
滅
す
る

や
は
、
畢
竟
程
度
の
差
な
る 

が
故
に
、
ス
ミ
ス
の

.生
鋒
力
.說
は
徹
底
せ
ず
ビ
論
ず
る
. 

、者
の
あ
る
に
對
し
て"

向
井
敎
授
は
異
な
れ
る
見
解
を 

持
し
て
居
る
;0
日

く

:,
;•

「

ス
ミ
ス
か
ら
見
れ
ば
勞
働
の
成
果
が
«
間
に
消
滅 

す
る
や
、
又
は
數
分
後
に
消
滅
す
る
や
は
®
大
な
る
問

V
O
L

B
富
0

戚
の

決
す;

て
決
し
て
程
度
の
問
題
で
は
5
い
の
て
あ
る
。
何
*

V
0
5

 

れ
ば
ス
'?(

ス
が
常
に
頭
{:
:置
い
れ
所
：は
、
如
何
に
し
て 

_

富

は

梢

，
加

す

る

や

で
あ
.つ
れ
。
而

し

て

之

を

墒

加

す 

る

の

道

は

：：、
；

(

一)

注
產
的
勞
働
者
0
數
0
增
加
、：
01) 

彼

等

の

生

產

能

力

の

增

加

に

ょ

る

の

外

は

な

い

、

:.
.
而

し 

て
吏
に
此
の
ニ
つ
は
共
に
資
本
の
增
加
^
ょ
つ
て
始
め 

て
之
を
實
現
し
得
る
の
で
あ
るV」

考

へ
た
の
で
あ
る
。
 

(Bk. 

II' ch. 

I
l
r

v
o
l
.

r

p
> 

3
2
5
)

然
る
に
此
の
資 

本
を
增
加
す
る
も
の
は
吝
嗇
で
め
る
0(ibid,

へP,

 32。
) 

即
ち
情
赞
し
て
は
ゐ
け
な
い
。，
節
約
し
な
け
れ
ば
な
ら 

|ぬ
タ
然
る
に
勞
働
の
結
果
が
直
ら
に
其
0
瞬
間
に
消
滅 

し
た
：
の
；で
：は

節

約

の

餘

地

：
は
在

^
し

な

い

：。
；；
萬
.

I

生
產 

せ
ら
れ
て
少
し
の
間
で
も
*
在
し
て
を
れ
ば
，
其
の
間 

に

氣

が

變

り

て

之

を

節

約

し

、
：
：
：又

は

賣

却

し

て

資

本

w

 

.な
す
こ
.̂'
が
出
來
る
の
，で
.?)
;
る
が
、.
即
時
に
..消
滅
し
f2 

の
で
は
海
费
か
®
約
が
：そ
れ
を
選
擇
す
る
の
餘
地
が
な 

い
の
で
あ
る
。，
此
の
故
に
生
產
の
結
果
が
_
間
以
上
存

在
す
る
や
、
將
穴
又
數
分
の
雇
に
消
滅
j
る
^
は
少
な
. 

く
^j

も
メ
ミ
ス
の
考
を
以
て
す
れ
.ば
嵇
度
の
：差
で
は
« 

く
し
て
、
實
は
消
©

:©
約

:0
分

る

、
境

で

あ

り

〔

_
窗 

の
增
減
の
繫
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
生
產 

的
な
b
■や
否
や
の
標
準
ど
な
る
も
の
で
あ
る」
:レ
: 

.斯
ぐ
解
す
る
こ
^
に
依
て
初
め
て
ス
ミ
ス
が
具
體
的 

財
、

叉
は
キ
ャ
ナ
シ
，氏

の

如
く
物
質
财

(material 

object) 

V

云
は
す
し
て
、

常

に
必
す
窗
却
し
得
可
き

■. 

• 

I 

.

.

. 

.
• 

■ 

,

財(
y
s
d
i
b
l
e

 

c
o
m
m
o
d
i
t
y
)

 

V」

云
へ
る
理
由
.が
分
6 

は
、
向
井
敎
授
の
見
解
の
結
末
で
あ
る
。何
S
な
れ
ば
消 

費
財
も
賣
却
し
て
資
本V」

な
し
、
以
て
之
を
生
產
に
利 

用
し
得
る
が
故
で
あ
る
、(

本
誌
第
十
七
卷
第
七
號
所
栽 

向
井
敎
授
論
文
參
照
，
ニ
ニ
〇
贾
乃
至
ニ
ニ
六
S
 

併
し
ス
ミ
3
の
生
產
の
意
義
を
尋
ね
る
の
は
本
論
の
- 

自
的
で
_
な
い
。
要
は
^
產

的

^

び

不

生

產

的

な

る

語 

に
對
す
る
ス
ミ
ス
の
見
解
を
求
め
る
に
あ
る
が
故
に
、 

彼
に
關
し
て
は
此
の
邊
に
て
筆
を
挪
く
。
以
上
に
於
て

.郯
十
八
粒o

三
三
七〕

錄 :

生
m
的
及
妙

生
產
m
u
る
語
に
.就

第
九
號

一
艽
七



第
十

八
猞

c
i
i
l

八〕

雜

錄

生

鹿

的

及
び
不
生
產
的
な
る
語
に
就
て 

第

九
號

一
五
八

知
ら
る
\
如
く
"
ス
，
ミ

^
ば

生

產

的

及

び

不

生

產

的
な
' 

る
語
を
祺
に
勞
働
に
の
み
限
宛
し
て
、
未
だ
.消
，賢
、
支 

出
等
に
對
し
：'て
は
之
を
適
用
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る) 

(

乍
併
是
等
の
語
が
ス
ミ
ス
の
時
に
及
ん
で
漸
く
其
の
意：： 

■S
I
を
持
つ
に
至
：っ
た
こ
ビ
は
事
實
で
あ
る
。
而
も
ス
ミ
へ 

:
hス
：自
#
亦

、

生

產

的

及

び

：不

生

產

的
な
る

語
に
就
て
次 

の
如
ぎ
斷
言
を
附
し
て
每
る
:°
日

く 

;「

佛

關

西

に

於

け

る

ー

ー

三

の

有

名

な

る

著

者

は

異

な
 

:

れ
る
意
義
に
於
て
夫
等
0
語
を
用
ひ
：て
居
る
。
何
れ
本 

#
笕
四
編
の
末
章
に
其
0
意
義
の
不
適
當
な
る
|次
第
を
：
 

說
明
す
る
乙

si
r

レ、
し
や
ぅ
 

一
f 

o ( 

3
k

 

J
L

 

ch. 

JII,

vol. 

I, 

p 

. 

3
1
3
)
，

即
ち
ス
ミ
.ス
は
：國
富
論
第
四
編
第
九
ノ

章
に
;^
て
フ
冲
ジ
ォ
ク
ラ
ッ
ト
の
所
謂s

t
e
a
e

を

英

譯，

し

て

crarren 

and 

unDroductive 

V」

し
て 

Lis
*
る
の
で

あ
る
。
* 

(Bk. 

IV, 

ch 

IX, 

vol.

1
1，
”
*.
1
6
4

)

然
ら
ば

ス
ミ
ス
の
繼
澉
奢
は
、

生
，產
的

及
び
不
生
逾
的
な
る
語 

に

對

し

て

如

何

な

る

意

義

を

與

へ

f
t名

や

。

十
七

.
上
來
遞
述
し
た
る
ァ
ダ

ム
，
ス
ミ
ス
の
見
解
に
依
れ 

ば
、
如
何
な
る

勞
働
に
て

も
夫
自
體

が

r

 j

の
固
著
せ 

.
る
廣
却
し
得
可
,

物
品」

(
a

 

fixed 

a
n
d

 

v
r

ndibie 

c
o
m
m
o
d
i
t
y
)

の
中
に
實
現
せ
ら
る
、
限
り
、
總
て
の
勞 

做
は
：生
產
的
で
あ
る
の
で
あ
る

)

從
て
前

代
に
比
す
れ 

ば
.生
產
猶
勞
働
の
標
準
は
：鱗
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
"
之 

k
も
拘
は
ら
ず
柯
ほ
ス
ミ
ス
の
後
繼
者
は
、
此
の
制
限 

セ
反
對
し
れ
の
で
あ
る
。

例
'へ
ば「

國
窩
論j

の

1

佛 

譯
者
た
る

ガ

ル

！

一

工
ー

(
G
e
r
m
a
i
n

 

G
a
r
n
f
e
r
)

セ

イ 

c

l
 .Baptiste 

s
a
y
)
、

デ
ュ 

ノ 

ア
ィ
エ 

I
 (

C
h
arles 

D
u
n
o
y
e
r
)

等
の
如
き
佛
國
經
濟
學
者
は
之
に
屬
寸
る 

の
で
ろ

，.勿
論
前
a
の
略
述
に
侬
て
も

^
ら

る

ゝ

如
く
、
ァ
ダ

ム

P
ス
ミ
ス

■は
、
佛
國
に
於
け
る
彼
の
後
繼
者
等
が
間

題
？
せ

'̂
所
謂
非
物
質
的
生
產
物
、

即
ち
肉
體
的
乃
至 

心
蒽
的
諳
能
力
若
く
は
‘諸
熟
澈
を
ば
.I ’

國

の

富

ミ

看

做

す
可
き
や
否
や
を
考
|1
し
な
か
，っ
セ
_

で
は
な
い
。
併 

し
ネ
ミ
ス
は
、
所
謂
動
勞
に
對
し
て
-1
生
産
す
る」

ヌ

. 

produce) 

云
ふ
語
が
通
常
適
用
せ
ら
れ
ざ
る
事
實
に 

.想
：到
し
^
の
で
あ
る
。從
て
例
へ
ば
官
*
、醫
師
等
の
勞 

働
0
有
用
な
る
こ
ど
を
疑
は
な
が
■つ
れ
の
で
あ
る
け
れ 

•
も
、
ス
ミ
ス
は
單
に

■夫
等
の
勞
働
が：

姐
常
の
.意
義
に 

於
け
る
物
品
を
生
產
せ
ざ
る
次
第
を
表
示
す
る
に
過
ぎ 

な
か
っ
た
。
即
ち
ス
ミ
ス
の
意
義
に
於
て
；

「

生
產
す
る 

.こ
：ビ
し
ど
は
^
傭
間
的
若
く
は
竽
に
觸
れ
得
ざ
る
滿
足
也
，
 

RS
別
' せ
ら
<
• V
も
の
、
如
^

、ベ̂

の
期
間
の
長
短
に
關 

せ
す
に
永
績
す
可
き
甯
を
_
會
に
提
供
す
る
こ
ぞ
で
あ 

る
0
今
之
を
ミ
ル
の
用
語
に
ば
云
へ
ば「

滿
足
の
永
續 

可
能
他
_
广 POI-Jnpaentpossibility 

oi 

satisfaction) 

を
供
«
す
る
こ
^
で
あ
る

o
故
に
若
u
,
^
ス
ミ
ス
の
生 

:

產

的

勞

働

及

び

不

生

產

的

勞

_

の

瞒

別

が

是

れ

以

土

何 

等
意
味
す
.る
所
な
し
^
假
笼
‘す
れ
ば
、
夫
れ
は
正
し
く 

T

種
の
煩
雜
極
ま
る
辯
證
法
ビ
な
る
の
で
あ
る
。

：
 

節
十
八
卷

.
一
體
有
用
な
.る
勞
働
皮
無
啪
な
る
勞
働
€

を
®
別
す 

る
こ
ど
は
、
恰
か
も
善
惡
の
區
别
に
於
け
る
が
如
く
甚 

:
だ
麵
事
で
あ
る
。
併
し
永
續
す
可
き
や
將
又
即
時
に
消 

:
滅
す
可
き
や
の
標
準
を
立
て
有
益
な
る
支
出

V」

無 
|

益
な
る
支
出W

を
區
別
す
る
乙
ビ
は
、
分
6
易
き
實
用 

的
區
別
で
あ
る
0
斯
く
ス
ミ
ス
の
た
め
に
辯
す
る
の
は 

,
ボ
！
ナ
ー
敎
授
で
あ
る
。
例
へ
ば
富
者
の
建
物
、
家
具 

等
の
：如
•き「

固
定
さ
れ
た
る
賣
却
し
得
可
き
物
品」

は
貧 

者
の
掌
中
に
歸
す
る
こ
.

vj

も
あ
ら
ぅ
け
れV」

、

之
に
反 

\

し
て
富
者
.の
奢
侈
的
食
物
は
左
樣
に
廣
く
配
分
せ
ら
れ 

|

な
い
の
で
あ
る
'。
.假
令
欲
求
■を
滿
足
せ
し
む
る
も
の
、 

|

親
て
が
富
で
あ
る
S

し
て
も
、
尙
ほ
永
續
性
あ
る
も
の 

I 

€

、
然
:
b
ざ
る
も
の
ミ
を
區
.別
す
る
こ
マ」

は
極
め
て
容 

.
易
い
。':
'
去
れ
ば
ス
ミ

ス
の
所
謂
生
產
的
勞
働
は
、
此
の 

意
義
に
於
て
不
生
產
的
勞
働
ょ
り
も
公
益
上
龜
か
に
必 

要
で
あ
る
。
MP
ち
其
の
刺
益
は
、
f
t會
矶
員
の
大
多
數 

の
上
に
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
夬
れ
は
、

第

九

號

一
五
九

C
I

三
三九

；}

雜
餘
生
遊
的
及
び
不
生
産
的
な
る
龉

r
就
て
，



第

十

八

嵇

(

ニn

四
〇〕

雜

錄

生

鹿

的

及

び

不

生

産

的

な

る

語

に

就

て

'
:.
:

猫

九

雛

ニ

ぐ

J

社
#
成
員
の
太
多
數
の
利
益
、
即
ち
ァ
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の 

考
へ
12
る

「
人
々
金
體」

(

穿

w
h
o
l
e

 

b
o
d
y

 

of 

the 

p
e
o
p
l
e)

の
利
益
で
あ
る
か
^
で
あ
■る
。
ハ
本
誌
第
十
七

卷
第
七
號
所
收
增
井
敎
授
論
文「

第

—
八
三
頁
以
：下
參 

照
及
び 

JP
日SS 

B
O
n
a
r
,

 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
y

 

a
n
d

 

political 

E
c
o
n
o
m
y
,
l
I
o
2
2
,

 

p
p
.

 

1
6
1
-
1
6
2

 
し

以
上
は
、
#,
國
に
於
け
る
ス
ミ
ス
の
後
繼
若
が
彼
の| 

生
®
勞
#
•說

に

與

へ

た

る

雛

點

、

反

び

之

れ

.に

對

す

る

一 

答

嫌

で

あ

：る
0
徂
し
ス
ミ
ス
所
說
に
對
し
て
は
、

一
人| 

:
も
赞
意
を
表
し
«

か

つ

た

の

で

：は

な

い

。

-:
例

八
 

| 

モ
ン
デー

 

(J. 

c. 

L. 

5
1
*
m
'o
na.
e
o,
e
, 

s
i
s
m
o
n
d
c

の
如 

| 

き
は
其
の
一
人
で
あ
る
。(sfsmon

ei. 

B
e

 

la 

Rfchesse 

c
o
m
m
e
r
d
a
l
e
.

 

100
0
3

) 

VOI* 

••p>p. 

XX^Hi, 

29/ 8
4
0
.

然
へ 

ら
ば
英
國
に
於
け
る
ァ
ダ
ム
？
ス
，、

「

ス
^
の
後
繼
者
は
、
 

斯
說
：に
對
し
て
如
何
な
る
見
解
を
.持
し
た
る
か
。

十

八

.

.

.

.

..

.

.

.

:
へ

先

づ

第

.

1

に

ス

ミ

ス

'0
生

產

的

勞

働

及

び

不

生

產

的

:

勞
働
な
る
區
別
に
於
け
る
矛
盾
を
指
摘
し
た
る
者
は
、

ロ 
1
ダ

I
.、デ
一
ル
伯(James Maitland 

Lauderdale〉 

Earl 

of Lauderdale)

で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
.白
の
日
く
、

■
「

諸

商

品

の

價

値

は

.夫
々
の
永
續
性
.に
依
存
す
£

云 

::
ふ
區
別
を
最
も
辛
辣
に
批
評
：す
る
者
は
、

生
產
的
勞
働
.
 

■
:>

不
生
產
的
勞
働
S
の
區
別
を
ば
其
の
生
產
物
の
永
鑕 

す

る

や

否

や

.
に

依

存

せ

し
め
ん
€
欲
す
る
所
の
人
々
な 

 ̂
云

々
し

.̂
。(

L
a
u
d
e
r
d
a
l
e
,

 

A
n

 J
u
q
u
f
r
y

 

into 

t
he 

N
a
t
u
r
e

 

a
n
d

 

O
r
i
g
i
n

 

o
f 

Public 

W
e
a
l
t
h
,

 

1
8
0
4
,

 

p. 

152.〕
'

;)

而
し
て
伯
に
從
へ
ば
眞
の
意
に
於
け
る
富
ミ
は
、
 

永
續
性
の
有
無
を
叫
は
ず「

人
間
'の
欲
求
の
諸
對
象
の
. 

璺
富」
Q

rabundance 

of the 

objects 

of 

m
s
w 

desire)
を
指
す
の
で
ぁ
る
。
此
の
見
解
は
、
兎
に
角| 

，八
〇
四
年
七
月
號
の
デ
ィ
ン
，ボ
ロ
評
趴
r

誌
上
に 

於

け

る

ロ

ー

ダ

ー

デ
I
ル
伯
の
著
書
紹
介
中
に
採
用
せ 

ら
れ
し
も
の
で
あ
;̂
。
即
ち
右
の
批
評
家
に
依
れ
は
ア
.、

ダ
A

•ス
ミ
ス
の
所
謂
不
往
產
的
勞
働
は
、
彼
等
の

1 

仕
事
を
輕
視
す
る
の
意
味
を
表
示
す
石
も
の
^
非
ず
し 

て
、
.堪

に「

彼
等
は
社
會
の
甯
を
增

»
す
る
も
の
に
非

す」
(they d

o

 

ル0
け
 

r+
h
e wealth 

of" 

the 

c
o
m
m
u
a
t
a

ミ
主
張
す
る
に
‘過
ぎ
；な

い̂

ー1
4ふ

の

で 

あ

る

け
p
 

\

是

れ

は

聊

か

ス

：
、、、

」

ス

の
見
解
に
反 

す
る
も
の
で
あ
る
。(smith/ 

W
e
a
l
t
h

 

of 

Nations' 

editea 

b
y
o
a
b
n
a
n
,

 

V
O
L

 II, Bk. IV, 

c
L

 ix, 

V
Mo\
to
,

參
照
y
今
右
批
詡
家
の
_

旨

を

槳

約

す

れ

ば

次

の

如

く 

で
わ
る
0

‘

「

一
般
に
は
、
ス
ミ
ス
の
所
謂
生
產
的
勞
働
者
及
び
不 

生
墘
的
勞
働
者
な
る
二
階
級
の
實
カ
に
於
け
る
區
別
程 

確
實
な
る
も
の
は
な
い
^
考
ベ
ら
れ
や
ぅ
o |

兀
來
凡
ゆ 

る
勞
.働
の
.目
的
は
、
ah
會
.の
«
を
增
殖
す
る
に
あ
.る
：0
| 

換
言
ず
れ
ば
興
の
社
#
各
員
生
活
資
料
y
.慰
安
、
享 

樂
等
を
取
得
す
可
会
某
金
を
增
加
せ
し
む
る
に
あ
る
0
. 

然
ら
ば
富
の
定
義
を
®
な
る
生
活
資
料
に
限
定
す
る
こ

ど
は
、
不
合
理
で
あ
る
3
從
て
斯
る
見
懈
を
持
す
る
人 

々

は

"

層

肉

及

び

淸

酒

を

も

生

活

資

料

ビ

認

ひ

る

も

の 

で
あ
る
。
乍
併
如
上
の
一
一
物
は
何
れ
も
必
要
品
で
は
な 

い
。
何
:レ
な
れ
ば
若
し
も
總
で
の
僦
安
及
び
享
樂
が
何 

等
の
目
的
を
も
有
せ
ず
？

れ
ば
、
野
菜
及
飮
料
水
丈 

け
に
て
生
命
の
維
持
は
充
分
で
あ
ら
ぅ
か
ら
。
而
も
斯 

一
る
推
理
の
方
法
を
以
て
す
れ
ば
生
產
的
な
る
形
容
詞
は
，
 

ぐ
云
は
k
各
地
の
氣
候
ミ
土
熝
^
の

上

ょ

^

最

小

の

勞

働 

T

量
を
以
て
最
大
の
收
獲
を
獲
得
せ
ら
る
可
き
種
類
の
食 

物
を
栽
培
す
る
が
如
き
用
途
に
限
i/b
せ
ら
れ
ざ
る
を
得 

一
な
い
。
：
：
而
し
て
如
何
な
る
國
に
於
て
も
、
或
る
用 

I

途
の
變
化(srfation)

は
、
全
く
翁
の
窀
義
に
一
致
せ 

.

.ざ
る
M

s
、
な

る

で

あ

ら

ぅ

.。

故

に

本

題

に

對

す

る

斯 

る
見
解
に
從
へ
ば
僕
婢
、
司
法
官
、軍
人
、
及
び
道
化
役 

.
者
は
、
.總
て
の
文
明
社
會
に
於
け
る
農
夫
及
び
製
造
業 

者
^
同

—
.の
地
位
を
占
0
可
き
で
あ
.る

。
_
其

の

勞

働

の 

生

產

物

は

、
何

れ

の

場

合

に

於

て

も

®!
:
^
の

必

嬰

品

慰

第九號
一力

」

節

十

八

卷

(

ニ
ー
1
5 

0

雜

錄

生

廒

的

及

ぴ

不

浓

產

的

尨

る

語

に

.就
て



笫

十

八

卷2

三
四
ニ〕

雜

錄

佛
蘭
四
、經
濟
學
に
於
る
倒
ft
論
の
發
達

笫
九
號

1

六
二

安
品
*
,
苦
く
は
蓊
侈
品
を
供
給
す
る

も

の

ど

考

へ

ら

る

：
 

\
の
で
あ

る
。
而
し
て
其
の
國
段
は
、他
の
總
て
の
商
品 

:

を
.豊

富

に

所

有

す

る

他

の

，
國

民

ょ

b
も
遙
か
，に
多
く
眞 

の
富
を
所
有
す
る

も
?)
re

あ
る」

(
E
d
i
n
b
u
r
g
h
w
e
v
i
e
w

 

f
o
r

 

J
u
l
y

 

1
8
0
4
, 

V 

3
5
5,

^
§

pr
t

a
cr
y 

w
. 

C
a
n
n
a
n
V

 

T
h
e
o
r
i
e
s

 

o
f

 P
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

a
n
d

 

D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
'
p
.

 

2
6
.)

;:
:

續
い
:1
:

1
八
ー
〇
年
刊
行
の
大
英
百
科
辭
典
第
四
版 

中
に
於
け
.る

「

經

濟

學」

な

る

項

目

の

：：執

筆

者

は

「

'®
: 

だ
ス
ミ
ス
の
學
說
を
擧
守
す
る
も
0-
な
り」
^
斷
言
し 

な
が
ら
も
、
尙
ほ
生
產
的
勞
働
及
び
不
生
產
的
勞
働
な 

る
：區
別
R
就
て
左
の
如
.ぐ
論
じ
で
居
る
o
日
ぐ 

.「

今
日
本
題
に
就
て
最
も
優
秀
な
る
著
者
は
、
此
の
區 

別
を
ば
無
用
の
も
の
S
し
て
取
扱
は
ん
S
す
る
傾
向
が 

あ
る
0
被
等
の
主
張
す
る
所
は
、
即
ち
生
活
の
'便
宜
品 

及
び
快

樂

品

の
®
富
な
る
點
に
の
み
存
し
、
而
し
て
是

等
の
物
件
®
增
殖
に
實
献
す
る
人
々
は
、
皆
菩
々
の
手 

に
觸
れ
得
可
さ
或
る
商
品
を
提
供
す
る
者
で
は
あ
る
ま

い
が
、
併
し
何
れ
も
生
產
的
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あ
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右
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。

是 

れ
次
に
私
の
窺
は
ん

^
欲
す

-る
所
で
ぁ
る
。

-
:-
佛

蘭

西

經

濟

■
: 

價

値

論

の

發

達

(

三)

津

田

誠

A

十
m ss?

正
統
學
派
の
命
蘭
西
に
於
る
代
表
的
權
輿J

e
a
n

.Baptiste 

S
a
y

 

(
1

7
6Nr
-
I00
3
2

)

は
異
邦
の
思
潮
に
.浸
潤
る
所
の
、
價
を
附
し
得
可
き
他
物
の
分
最
で
あ
る

」

す

る

の

餘

办
、
勢
ひ
故
國
の
傅
統
に
.踩
逾
の
_

6
:̂
觅

(Epitom des principes fondamentaux d
n»:

r
E
C
9nomlei

,
.
.
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.
 

.
 

..
 

... 

.
 

'、

^
t'P

h
y
s
i
o
c
r
a
t
e
s

 

の
残
黨 

D
u
p
o
n
t

 

d
e

 N
e
m
o
u
r
s

 

の 

Politique,

Ipetite 

6
d
i
t

o*n

 

G
u
i

 u
a
u
m

B*p. 

1
8
5
)

。
交

.

.

.
 

. 

. 

. 

'
• 

. 

:
 

;

如
き
此g

に

關

し

て

屢

々

露

骨

に

慊

厭

の

情

を

表

白

し

.
換
或
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交
換
の
行
は
れ
得
る
能
力
，が
物
の
價
値
を
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定
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た
る
が
、

獨
り
價
値
論
に
於
て
は
聊
か
趣
き
の
異
る

>
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す
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要
な
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は
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む
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あ
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す
る
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立
拮
抗
せ
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萬
滕
は
.漸
く
愛
に
終
炮
を
街
げ
"
將
に
第
二
期
建 

設

の

時

代

に

遯

ら

ん
>?
:
す

る

轉

機

に

到

達

せ

る

も

の

で

あ
る
。 

.
：

- :s
a

y

も
亦
た
價
値
の

#,

究
を
專
ら
交
換
價
値
R

の
み 

:

眼

周

す

：る

，
白

く
-1
物
.

の
偾
値
或
は
交
換
價
値
或
は
評
. 

淀
價
値W

は
、
，人
が

是
れ
t

交
換
に)

於
て
：收
受
，し
#

所
詮
獨
斷
且
つ

瞹
昧
で
あ
る
。
如
ち
'所
有
者
は

事
實
毫 

，も
富
裕VJ

な
る
事
無
く
し
て
、
其
所
有
物
を
過
大
に
評 

價
す
る
事
が
出
來
や
ぅ
。
然
る
にj

旦
他
の
人
々
が
此 

物
を
獾
得
せ
ん
が
.爲
に
、
同
じ
く
價
を
具
備
す
る
他
物 

を
是
れ
ミ
交
換
に
於
て
與
ふ
可
く
諾
す
る
時
は
、
其
與 

ふ
る
を
諾
す
る
後
の
貨
物
の
分
量
が
前
の
貨
物
の
價
値 

の
尺
度
で
あ
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